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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず自伝的記憶の無意図的想起（思い出そうとしていないのに過去の出
来事が意識に上る現象）の検索モデルを提案し,その妥当性を検証した。次に、反すうは抑うつ傾向者の無意図
的想起に影響を与えるかを調べた。さらに、抑うつ傾向者が反すうを行うと日常生活でも概括化（過去の具体的
な記憶を思い出そうとしても想起できないこと）が生じるかを調べた。

研究成果の概要（英文）：In this study, first, I proposed a search model for involuntary recoll of 
autobiographical memory and verified its validity.Second, I examined whether rumination affects 
involuntary recall of depressive people.Thirdly, I examined in daily life whether overgeneral memory
 would occur if a depressive person did rumination.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色・独創的な点は以下の3つに集約できる。第１にこれまで統合的なモデルが提案されていなかった
無意図的想起の検索モデルを提案した点、第2に想起の基本形態である無意図的想起に抑うつと反すうが与える
影響を検討した点，第3に反すうによる概括化が日常生活でも生じているかを調べた点である。
  無意図的想起に抑うつと反すうが与える影響を調べることで，これまで欠けていた知見を補うことができ，こ
れらが記憶に与える影響を正確に把握することが可能となるだろう。更に，日常生活で概括化が生じているかの
検討は，抑うつが日常生活でどのような困難をもたらすかの理解につながると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年，うつ病は増加しており社会的に重要な問題である。先行研究では，抑うつ傾向者（うつ
病と判断されていないが抑うつ傾向が続いている人）も反すう（ある苦痛の症状やその原因・
意味などについて考えてしまうこと）による概括化（思い出そうとしても過去の具体的な記憶
を想起できないこと）が生じることが示されている。この概括化は問題解決能力の低下や抑う
つの悪化を生じさせる重大な問題である。では，なぜ反すうにより概括化が生じるのだろうか。
先行研究では，抽象的な情報から具体的な情報へと向かう意図的な検索が反すうによって邪魔
されることが原因の一つと考えられてきた。そして，これらの知見は主に実験による手がかり
語法（単語に関する記憶の想起を求める方法）で得られてきた。 
しかしながら，先行研究では抑うつ傾向者の「日常生活における反すうと概括化の関係」と

「無意図的想起（思い出そうとしていないのに過去の出来事が意識に上ってくる現象）」の検討
が十分に行われていない。意図的想起の先行研究では，日常生活では手がかり語法と同じ検索
は行われていない可能性が指摘されている（雨宮・松本・高・杉山，2015；Rasmussen ら,2014）。
よって，反すうによる概括化は意図的想起の一部で見られるものであり，日常生活では生じて
いない可能性がある。この問題は抑うつが日常生活でどのような問題を引き起こしているか，
概括化がどのような状況で生じるかの理解に重要だろう。また、日常生活では無意図的想起は
意図的想起に比べて 3 倍ほど生じることが示されている。そのため、抑うつと反すうが無意図
的想起に与える影響の検討は、抑うつ傾向者の日常の困難を明らかにするためにも重要である。 
そこで，本研究は日常生活における反すうと概括化の関係と、反すうが抑うつ傾向者の無意

図的想起に与える影響について検討を行った。なお，無意図的想起は様々な結果を統合的に説
明可能な検索モデルが提案されていないため，結果の解釈が難しいという問題がある。そこで，
本研究ではまず無意図的想起の検索モデルを提案し、その妥当性の検討を行った。その上で、
日常生活で反すうが抑うつ傾向者の無意図的想起に与える影響について調べた。そして，意図
的想起の知見と合わせ，反すうが抑うつ傾向者の記憶に与える影響を明らかにすることを目的
とした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、まず無意図的想起の検索モデルを提案し、その妥当性を検証した。次に、反すう
は抑うつ傾向者の無意図的想起に影響を与えるかを調べた。さらに、抑うつ傾向者が反すうを
行うと日常生活でも概括化（過去の具体的な記憶を思い出そうとしても想起できないこと）が
生じるかを調べた。 
 
 
３．研究の方法 
研究１：実験的方法を用い、申請者が考案した無意図的想起の検索モデルの提案と検証を行っ
た。具体的には申請者の考案した無意図的想起の誘発課題（想起手がかりである単語に対して
親密性評価を行わせ、その間に無意図的想起が生じたら直後に報告させる方法）を用い、モデ
ルから予想される結果が得られるか検討した。 
 
研究２：経験サンプリング法を行い、意図的・無意図的に想起される記憶に抑うつと反すうが
与える影響を検討した。経験サンプリング法は日常生活の中で任意の時間にメールを送り，現
象を報告させる方法である。この方法はリアルタイムにデータを収集するため，過去を思い出
して回答する質問紙よりも正確なデータが得られる。また，継続的にデータを収集するため，
反すう後の記憶の変化を検討可能である。 
研究２では一日 7回×10日間、ランダムな時間にメールを送り、メールの URL に記載された

ページから日常的に経験する意図的・無意図的想起の性質（抽象的な記憶か具体的な記憶か・
記憶の感情価・想起前の気分・前回回答してから反すうを行ったかなど）の回答を求めた。ま
た、前回回答を行ってから記憶を想起していない人には、その他の思考についての回答を求め
た。また、経験サンプリング法の前日に抑うつ度と反すう度を測定し、それぞれ特性抑うつ（抑
うつ度の高い人）、特性反すう（反すうを行いやすい人）として扱った。 
 
研究 3：無意図的に想起される記憶に抑うつと反すうが与える影響を実験的に検討した。なお、
実験では事前に抑うつ（高）・（低）群をリクルートし、反すうまたは統制思考を行わせ、それ
ぞれの思考がのちの記憶に与える影響を検討した。実験では申請者が考案した無意図的想起の
誘発課題（単語の親密性判断）を用い、無意図的想起を誘発した。その後、思い出した記憶の
記述と記憶の感情価（快・不快）の記述を求めた。 
 
 
４．研究成果 
研究１では、申請者が考案した無意図的想起の検索モデルの提案と検証を行った。自伝的記憶
は Conway の階層構造モデルを用いてその検索過程を検討することが多い。このモデルの中心的
仮定として、1）自己にかかわる様々な情報は抽象度の異なる複数の階層に構造化されており、



抽象度の高い情報が上位の、抽象度が低い情報が下位の階層で貯蔵されていること 2）これら
の情報がどのようなパターンで活性化されるかは、手がかりと想起時の目標によって異なるこ
とが挙げられる。記憶がどの階層から想起されたかは，想起された記憶の特定性に反映される。
自伝的記憶は特定性により，概括的記憶と特定的記憶に区別される。概括的記憶とは「昔はよ
く公園で遊んだ」のように何度も経験した出来事が要約された特定性の低い記憶であり，抽象
度の高い階層に対応する。一方，特定的記憶とは「大学 4年生の冬に交通事故にあった」のよ
うに時間と場所を定位可能な具体的な記憶であり，抽象度の低い階層に対応する。 
Berntsen らの一連の先行研究では、無意図的想起は抽象度が低い想起手がかりに対して直接

に特定的記憶が検索される特殊な過程であると主張している。一方で，雨宮・高・関口（2011）
は，無意図的想起は単に意図的想起と無意図的想起に共通の過程の産物であり，意図的想起で
は固有の生成的検索によってより高い具体的記憶の想起がもたらされるとするモデルを提案し
ている。そこで研究１では，手がかり語法により，単語が表す出来事の経験頻度と想起意図の
有無を操作し，雨宮らのモデルを検証した。その結果，無意図的想起は想起手がかりの抽象度
に関わらず生じること，その抽象度に応じて想起される出来事の特定性が変化すること，意図
的想起の方が無意図的想起よりも特定性が高いことが示され，雨宮らのモデルが支持された。
またこのモデルは，先行研究との一見矛盾に見える相違を統合的に説明しうるものであった。 
 研究２では、経験サンプリング法を用い，意図的・無意図的に想起された記憶に抑うつと反
すうが与える影響を検討した。その結果， 無意図的想起では反すうを行った人は抽象的な記憶
が多く、不快な記憶を想起しやすかった。また、特性反すうの高い人（反すうを行いやすい人）
は、不快な記憶を想起しやすかった。また、抑うつ傾向の高い人は不快で抽象的な記憶を無意
図的に想起しやすかった。一方で、意図的想起では、抑うつは想起された記憶の特定性に影響
を与えなかった。単語を想起手がかりとした意図的想起の先行研究では、抑うつにより概括化 
（思い出そうとしても過去の具体的な記憶を想起できないこと）が生じることが示されている。
しかしながら、日常生活ではこの現象は確認できなかった。このことから、日常生活と単語を
用いた実験的検討では、同じ意図的想起でも検索が異なっている可能性がある。この結果をも
とに日常生活で行われる意図的想起の検索について考察を行った。なお，研究２の成果は英語
論文として現在投稿中である。 
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